
令和４年１２月２２日 

令和４年度  冬季休業中の生徒心得 

 
兵庫県立伊丹高等学校 
生 徒 指 導 部 

未だ終息が見えない新型コロナウイルスへの感染防止策を取りながらの令和4年度の学校生活でしたが、県高
生は見事なまでに勉学に部活動に学校行事に、そして、120周年記念式典・記念行事の「１２０thの人文字」など
困難に立ち向かい、挑戦する姿は、多くの人に感動を与えてくれました。本当にうれしいことです。 
さて、冬休みは新年を迎えるにあたり、自らで一年間をふり返って、自己を見つめると同時に、新たな一年に向け
て目標を定め、その決意を固めるよい機会です。 
１年生は、県高生活にも慣れてきたことでしょう。類型選択も決まりました。進路希望の決定とその実現ために自
らの可能性を広げ、高めるための基礎作りに励んで下さい。 
２年生は、修学旅行を思い出深いものに創り上げ、成功させました。いよいよ学校の中核の学年として、３学期を
「高校３年生０学期」と位置づけ、勉学や部活動に、自主・自立・自律した生活を送ってください。 
３年生は、この県高での高校生活も残すところあと僅かです。最後まで「チーム７５回生」として、「県高 
生活の総仕上げ」に向かって下さい。受験を控え、気持ちの落ち着かない時期ですが、焦ることなく、家族や周囲の
方々の応援や協力に感謝して、充実した時間を過ごしてください。 
地球上の動物で、感謝の心を持つことができるのは人間だけです。人は誰かに感謝しているとき、精神的な落ち
着きを得ることができ、エネルギーが強化され、最大の力を発揮することができます。 
 さて・・・冬休みに入る君たちに・・・今回は・・・ 

～２１世紀に重要視される唯一のスキルとは？～ 

これまでの人類が経験したことのないスピードで時代が変化し、その時代を生き抜くために必要なスキルも変

化していっています。君たちが主人公である２１世紀に必要なスキルとは・・・何なのでしょう・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

君たちが主人公となる２１世紀では・・・ 

「これまで通り」や「現状維持」という考え方や視点では生き抜くことができないということです。 

これまでの自分や今の自分にとらわれることなく、時代の変化を見極めながら、生涯新しい考え方・視点・知識・

技術を、学び続けていこうとする姿勢が必要ということではないでしょうか。 

さぁ！新年を迎えます。「学び直し」と「新しいことを学ぶスキル（姿勢）」を身に付けていきましょう！！ 

 ２１世紀に入って、人々のごく身近に喫緊の２つの課題に直面していると感じています。 

 １つは、私たちの生活の糧を得る手段である仕事・職業の寿命がどんどん短くなっていることです。情報

技術（IT）、人工知能（AI）、ロボット、これらを総合したデジタルトランスフォーメーション（DX＝IT

による変革）があらゆる職域、社会システムに入ってきて、人の働き方に大変革をもたらしつつありその加

速度を増しているということです。 

 いま１つは、人の寿命が８０年を超え、人生百年という感覚が普通になりつつあるということです。２０

世紀後半までは人は定年後、１０年から１５年くらいがせいぜいと考えてきました。百年もの人生が与えら

れた私たちは、生涯をどう楽しく働き、健全に生きたらよいのでしょうか。未曾有の難事です。 

 現代経営学の祖にして未来学者、預言者とも呼ばれたピーター・ドラッガーは、２０世紀末に、近未来の

２１世紀を予測して次のように言っています。 

「２１世紀に重要視される唯一のスキルは・・・・・・ 

『新しいことを学ぶスキル』である。 

それ以外は・・・すべて時間とともにすたれていく。」 

 慧眼（けいがん）だと思います。いま、私たちが携わっている仕事、 

業務は１０年～２０年後には消滅している確率が非常に高く、この言葉 

に納得せざるを得ない状況になっています。 

 ドラッガーは、最近言われ始めた・・・ 

「リスキリング・リカレント（新しい知識の習得、学び直し）」 

の必要性を正確に予測していたのです。 

「致知」３月号 巻頭の言葉 「冥冥の志なき者は、昭昭の明なく 惛惛の事なき者は、赫赫の功なし」 

JFEホールディングス名誉顧問  數土 文夫 



また、年末・年始は、家族や親族とともに過ごす時間も多いと思います。 

今回の年末・年始・・・・「あなたの・・・ルーツ（起源）」を探して、見つけてみませんか？ 

家族が・・・親族が・・・どんな時代を生き抜いて、どんな困難を乗り越えて・・・

どんな思いで・・・あなたに「命のバトン」を繋いでできたのか・・・何を大切に生き

ていたのか・・・・・いろいろ話を聞いてみませんか。あなたに大きな勇気や力を与え

てくれるかもしれませんよ。 

では・・・以下の注意事項に留意しながら・・・よいお年をお迎えください。 

冬休みの注意事項 

１．規則正しい生活を心がけること。新型コロナウイルスやインフルエンザへの感染防止（マスクの着用手 

洗い・手指の消毒・部屋の換気）など、健康・体調管理に努めること。 

２．違法行為（飲酒、喫煙、窃盗、万引き、無免許運転、薬物）や「三ない運動」違反は冬休み中といえど特 

別指導の対象になります。自制心を持ち責任ある行動を心がけましょう。 

３．未成年者（高校生）立ち入り禁止の遊技場に出入りしないこと。スマートフォンやインターネット・SNS 

が原因となる大きな事件発生しています。 

ＳＮＳや出会い系サイト、メールなどの誘いには乗らないように、また、君たちがネット上にアップした情 

報は誰でも見ることができ、完全に削除することはできません。使用には注意を払いましょう。 

４．年末年始は事件も多い時期です。深夜の外出には危険が伴います。防犯には十分留意しましょう。 

外出時は保護者に行き先、要件、帰宅時間を知らせ、外泊は慎みましょう。 

５．アルバイトは禁止です。家庭の事情など、やむを得ない場合は担任の教員に申し出ること。 

６．交通ルールを守り、事故に遭わないように注意を払いましょう。 

もし、事故に遭ってしまった時は、決してその場を立ち去ってはいけません。必ず、・・・ 

①けが人の救護（救急車が必要な時は１１９に電話）  ②道路上の危険防止 

③警察への連絡  ④事故状況の確認（相手先の名前・住所・連絡先などを確認） 

⑤学校や保険会社に連絡 をすること 

７．登校した時は、自転車は通常の自転車置き場に止めること。 

８．旅行をする時には旅行届けを提出してください。 

学割の必要な場合は５日以上前に願いを提出してください。 

（12月29日（木）から1月3日（火）まで学校は閉庁しています。） 

９．事故や移動（転居）があれば、担任（学校）へ連絡してください。(Tel ０７２－７８２－２０６５） 

10．休み中でもいろいろな教育機関が様々な相談にのってくれます。以下に記しておきます。 

 

兵庫県警サイバー犯罪対策係   ０７８－３４１－７４４１ 

（ＳＮＳやインターネット上のトラブルなど） 

伊丹市立少年愛護センター    ０７２－７７０－８７４２ 

阪神北少年サポートセンター      ０７２－７８４－７８２０ 

ひょうごっこ悩み相談センター    ０１２０－０－７８３１０ 

（365日・24時間・通話無料・携帯可） 

                                 ０１２０－７８３－１１１ 

（平日9時～17時・通話無料・携帯不可） 

兵庫県警少年相談室「ヤングトーク」 ０１２０－７８６－１０９ 

LINEやWEBで 相談できる窓口もあります。QRコードを裏面に載せておきます。 

 

 



 


